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3000K を超える高温での燃料挙動解明を目的とし、ジルコニウム酸化物の高温における構造及び電子状態解

明を放射光 XAFS法により実施した。この測定をもとに大気圧力下での温度変化による ZrO2の相転移、これ

に伴う構造及び電子状態の変化について紹介する。 
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1. 緒言 

ZrO2は単斜晶、正方晶、立方晶の 3つの多形態を持つことが一般に認められている。この理解によれば、

温度の上昇に伴って対応する固溶体が、このスキームに沿って多くの相図が構築されるはずである。しかし

ながら、よく知られた正方晶の第二層は３つの結晶系から変化する図には当てはまらず、準安定相として見

なさざるを得ないとの報告もある[1]。1960 年代初頭ごろから X 線あるいは中性子線回折などによる構造デ

ータに関する報告があるが、殆どが融点とされている 2988K以下の測定であり、融点を超える高温融体の構

造解明は非常に重要であると考えている。本研究は、タン

グステン基板上における通電加熱により 3000Kを超える温

度に試料を加熱し、XAFS 測定により構造及び電子状態解

析を実施した結果について報告する。 

2. 実験概要 

測定試料及び加熱炉に関しては、前講演の通り。実験は、

SPring-8 BL22XU ビームラインで EXAFS 領域の測定を約

10s程度で取得可能な QXAFSシステムによって測定した。 

3. 結論及び考察 

図１に通電量が 515W（3000K超）までの Zr-K吸収端に

よるXANESスペクトルを示す。1s-4pによる電子励起では、温度変化とともに電子状態の変化が読み取れる。 
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図１ 通電量（W）に対する XANES スペクトル

の変化 *矢印は、温度の上昇方向を示す。 
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